
第６回「船舶からの大気汚染物質放出規制海域（ECA）に関する技術検討委員会」 

開催結果について 

 

１．開催日時・場所 

  日時： 平成 25 年 3 月 28 日（木） 10：00～12：10 

  場所： 国土交通省中央合同庁舎２号館低層棟 2A 会議室 

 

２．委員名簿： 別紙参照 

 

３．議事概要： 

（１）大気質シミュレーションの実施結果、費用影響調査の結果の報告 

最新の排出量データによる広域（日本全体）での大気質シミュレーションの結果、狭域（関東）での大気質

シミュレーションの結果、ECA による費用影響（SCR の設備費、ランニングコスト、燃料コスト等の試算）調査

の結果が報告され、前回検討会での「現時点では、我が国周辺における ECA 設定の必要性があるとは判

断されない」状況に変化無いことが確認された。 

 

（２）今後の課題についての提言 

  今後、国の環境政策に変更があった場合や、将来推定の前提に変更が生じた場合などに対応するため

船舶による大気環境への影響の検討を継続していくことにあたっての主な課題について、排出量データの

整備、最新化及び精度の向上、大気環境学の進歩を反映した大気物質シミュレーション技術の向上、その

他が報告され、了承された。 

 

（３）その他 

本委員会については、今回が最終回であることから、これまでの検討の成果の取り纏め案について事務

局より説明があり、内容について了承された。 

なお、編集上の事項については、事務局にて適宜修正することとされた。 

 

以上 



別紙 
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 内藤 吉起 日本内航海運組合総連合会 理事 

 

 山口 祐二 （一社）日本造船工業会 技術部 部長 
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